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  愛知県では，2008 年に 19,000 トンを超えるアサリ漁

獲量があったが，2014 年頃から減少し，2017 年には 1,635

トンと 2008 年の 1割以下の漁獲量となっている。アサリ

は，秋冬季に大きく減耗すること 1）が報告されており，

その減耗の一因として餌料不足 2，3，4)や波浪による洗堀等

4，5）が考えられている。鈴木ら 6)は，9月からのアサリ室

内飼育試験において，給餌していないアサリは，肥満度

の低下に伴い同年 11 月から 12 月以降の潜砂率が給餌し

たそれと比較して低くなり，波浪等が存在する自然環境

下では生残できない可能性があると報告している。そこ

で，減耗が起きている時期のアサリの肥満度と潜砂率の

関係を明らかにするために，愛知県内の生息環境の異な

る 2 カ所の漁場から肥満度の異なるアサリを 12 月に採

取し，潜砂率の経時変化を調べた。試験に供したアサリ

については，服部ら 7)の報告に基づき，秋季の肥満度の

傾向が異なる小中山産及び六条潟産を対象とした。 

 供試したアサリの採捕場所，採捕年月日，採捕方法，

採捕時殻長，採捕時肥満度及び供試数を表 1 に示した。

小中山産アサリ（以下 A 群）及び六条潟産アサリ（以下

B群）の採捕時の肥満度は，それぞれ 19.6±1.7 及び 10.9 

±0.9 で，有意な差が見られた（Welch’s t-test，p＜0.05）。

A 群及び B 群のアサリは，見分けることができるように

ラッカースプレーでそれぞれピンク色及び黄色に着色し，

番号を記入して個体識別した。その後，18℃に調温した

海水に 4 日間馴致させた。本試験は，宮川ら 8）の報告に

基づき，コンテナ（縦 34 cm，横 45 cm，高さ 17 cm）に

細砂を 7 cm の厚さに敷きつめ，18℃の海水を砂面上 5 cm

となるよう満たして実施した。試験開始後は，一眼レフ

カメラ（D5600，Nikon）を用いて，1分毎に撮影を行った。

その撮影写真から両群の 5，10，15，30，45，60，90，120

分後の潜砂の状況を確認し，殻全体が砂に入ったものを

潜砂個体，殻の一部でも砂面上から出ていたものを非潜

砂個体と判断して，潜砂率を算出した。試験終了時には，

両群の潜砂個体及び非潜砂個体を回収し，各個体の殻長，

殻高，殻幅及び軟体部湿重量を測定し，肥満度を算出し

た。潜砂率及び肥満度は，以下の式により求めた。 

 

潜砂率（%)＝潜砂個体/(潜砂個体＋非潜砂個体)×100 

肥満度＝{軟体部湿重量（ｇ）/[殻長（mm）×殻高（mm）

×殻幅（mm）]｝×105
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表 1 試験に供試したアサリについて 表中の上付き文字 a，b は，異なる文字間で有意差が有ることを示す。

（Welch’s t-test，p＜0.05） 

採捕場所 採捕年月日 採捕方法 供試数

測定個体数 殻長 肥満度

小中山 2022年12月22日 腰マンガ
15

（2022年12月23日測定）
31.3±2.7 19.6±1.7 a 10

六条潟 2022年12月21日 腰マンガ
15

（2022年12月21日測定）
36.1±3.7 10.9±0.9 b 10

採捕時の状態
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A 群の 1 個体は，試験終了時に貝殻の割れが確認され

たため，A 群は 9 個体として肥満度及び潜砂率を算出し

た。A 群及び B 群の潜砂率の経時変化を図 1 に示した。

また，5，10，15，30，45，60，90，120 分後のアサリの

潜砂の様子を図 2 に示した。A 群では試験開始 5 分経過

後から，B群では 15 分経過後から潜砂率の上昇が見られ

たが，30 分経過以降は両群とも横ばいであった。A 群の

潜砂率は，B群のそれと比べ試験開始 10 分後から試験終

了時まで有意に高い値で推移していた（Fisher’s exact 
test，p＜0.05）。 

 試験期間中に潜砂が確認された個体及び確認されてい

ない個体の群別肥満度を図 3 に示した。潜砂個体及び非

潜砂個体の平均肥満度は，A 群で 19.6±1.8 及び 10.9±

2.4 であり，有意な差が見られた（Mann-Whitney U-test，

p＜0.05）。一方，B群のそれらは，19.8±0.2 及び 11.2±

2.2 であり，A 群同様有意な差が見られた（Mann-Whitney 

U-test，p＜0.05）。肥満度は，採捕時と比較して多少異な

っていたものの，両群とも潜砂個体及び非潜砂個体との

間で有意な差が見られており，両群の潜砂個体及び非潜

砂個体の肥満度に同様の傾向が見られた。さらに，両群

の肥満度を潜砂個体及び非潜砂個体を区別してプロット

したものを図 4 に示した。両群について潜砂個体の肥満

度は18.4以上，非潜砂個体のそれは14.6以下であった。

これらのことから，異なる肥満度のアサリ個体群の間に

は，潜砂率に有意な差があることが分かり，一方，同じ

海域の個体群であっても肥満度の差によって潜砂行動が

異なることが示唆された。また，水産庁の干潟生産力改

善のためのガイドライン 9）では，肥満度 12 以下で減耗が

起きる可能性があるとしているが，本試験の結果から秋

季産卵後のアサリは，肥満度 14.6 以下であると潜砂行動

が低調となり，強い風波や低水温となる秋冬季において，

海域によっては減耗が起きる可能性が考えられた。また，

肥満度が 18.4 以上の個体は，30 分という短期間で潜砂

を完了させており，今後，現場での波浪の影響を解明す

るための参考になると考えられた。本試験は限られた条

件での試みであり，水温，馴致期間及び採捕後の経過等

によって結果が異なる可能性がある。しかし，アサリの

減耗要因の知見として有用である可能性があると判断し

たため，一例として示した。 

現在，愛知県では，アサリの肥満度を回復するための

対策の一つとして，2022 年から窒素・リンともにこれま

での 2 倍（国の排水基準内）の濃度を上限とした下水道

管理運転の社会実験が行われている。この取り組みによ

り，秋冬季を中心に餌料環境が改善されることで，アサ

リの肥満度が上昇し，潜砂率が向上して，波浪等による

アサリへの影響が緩和され，アサリの資源が回復する可

能性が考えられる。また，肥満度の上昇に伴う潜砂率の

向上により，食害生物からの逃避能力が向上し，食害被

害を抑制できる可能性も考えられる。そのため，今後は

海域の餌料環境とアサリの潜砂行動の関係を詳細に調べ

ていく必要がある。また，アサリの肥満度上昇による潜

砂率の向上によって，アサリの被食害量がどの程度軽減

されるのかを詳細に調べることも大切である。 
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図 2  A 群（ピンク色：図では左側の濃色アサリ）及び B

群（黄色：図では右側の淡色アサリ）アサリの 0，5，10，

15，30，45，60，90，120 分後のアサリの潜砂の様子  

 

図 1 A 群及び B 群アサリの潜砂率の経時変化 

図中の A群のアスタリスクは，B群と比較して同経

過時間の潜砂率に有意差があることを示す。

（Fisher’s exact test，p＜0.05） 
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図3 試験期間中の潜砂個体及び非潜砂個体の群別肥満度 

エラーバーは標準偏差を示す。図中のアスタリスクは，潜

砂個体及び非潜砂個体の肥満度に有意差があることを示

す。（Mann-Whitney U-test， p＜0.05） 

 

7

9

11

13

15

17

19

21

23

0 10 20 30

肥
満

度

18.4

14.6

〇 潜砂個体

× 非潜砂個体

A群 B群

図 4 両群の潜砂個体及び非潜砂個体の肥満度 

 


